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会場：小野地区コミュニティセンター
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１．あいさつ
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２．これまでの経過
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※ 中学生は、豊岡市立の中学校に通う生徒

・小学生 3,414人 減
・中学生 2,105人 減
合計 5,519人 減

1990年⇒2020年

約1/2

2020年⇒2023年だけで
【小＋中】445人 減

近年の急激な少子化により
・複式学級を有する小学校の増加 ・同級生がわずか数名という学年も

⇒ 多様な考えに触れられる機会が減る
集団での活動に支障 等

子どもたちの教育に様々な影響
年度 計画策定の経過 各地区の動き
2019

2/ 3 審議会へ諮問
以降 審議会を計７回開催（2021年２月10日まで）

12月 奈佐小学校区から要望書提出
（2021年４月 五荘小学校へ統合）

２月 港東小、港⻄小校区から要望書提出
（2021年４月 港小学校へ）

2020 9/25 保護者向け （出石）

10/28 地域住民向け（出石）

2/10 審議会より答申

９月 中竹野小学校区から要望書提出
２月 竹野南小学校区から要望書提出

（2022年４月 竹野小へ統合）

2021 7/ 7 答申説明会（出石）

12/ 1 計画案説明会（出石）

※パブリックコメント実施

12月末 計画策定

７月 高橋小学校区から要望書提出
（2023年４月 合橋小へ統合）

３月 静修小学校区から要望書提出
（2023年４月 日高小へ統合）

2022 計画に基づき校区別説明会を開始
寺坂小校区から順次

２月 寺坂小学校区から合意書提出
（2024年４月１日統合予定）

豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画の策定経過と各地区の動き
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審議の内容をお知らせ
（中間報告）

３．豊岡市立小中学校適正規模・適正

配置計画の考え方
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学校の小規模化が進むことによる課題

【メリット】

・児童・生徒の一人一人に目が届きやすく、きめ細かな
指導が行いやすい。

・学校行事や部活動等で、児童・生徒一人一人の個別の
活動機会を設定しやすい。

・児童・生徒相互の人間関係が深まりやすい。

・異学年間の縦の交流が生まれやすい。

・保護者や地域社会との連携が図りやすい。

小規模校には小規模校の良さがあります
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【デメリット】

・多様な考え方に触れる機会や学びあいの機会、切磋琢磨
する機会が少なくなりやすい。

・人間関係や相互の評価等が固定化しやすい。

・運動会や音楽活動等の集団教育活動に制約が生じやすい。

・部活動等の設置が限定され、選択の幅が狭まりやすい。

・PTA活動等、保護者一人当たりの負担が大きくなりやす
い。

学校の小規模化が進むことによる課題

その一方で課題もあります
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・小規模校の良さは認めるものの、複式学級が生じる
ほどの極小規模になると課題の方が大きい。

・子どもたちには多様な意見に触れ、いろいろな体験
をしてほしい。

・保護者の不安の多い複式学級の解消を最優先とする
べき。

審議会での意見

審議会での意見を尊重しつつ、説明会等で寄せられた意見を踏まえて
計画を策定

「次代を担う豊岡の子どもたちにとって、より良い教育環境
とするために、学校はどうあるべきか」 10

適正規模の考え方
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市の実情を考え、
①望ましい学校規模（理想とする姿）と、
②最低限確保したい学校規模（下限の目安） を設ける

望ましい学校規模 最低限確保したい学校規模

小学校
12～18 学級

（クラス替えが可能）
６学級以上

（各学年１学級以上）

中学校
９～18 学級

（十分な教員が配置可能）
３学級以上

（各学年１学級以上）

（小中学校とも、
各学年20 人程度以上）

複式学級が
生じない

適正配置の考え方
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通学時間と旧市町ごとの歴史的・社会的背景を考慮した
学校配置とする

ア 通学時間 概ね１時間以内とする
※遠距離では、交通手段の確保が前提

イ 小学校の再編は、原則、同一中学校区内とする

ウ 中学校の再編は、原則、旧市町域内とする

原則、旧市町域内に小・中とも１校は存続
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学校再編の基本方針

・ 学校統合

・ 施設一体型小中一貫校として再編・整備

（要件が満たされる場合）

学校再編の優先順位
１.最優先 ・ 既に複式学級が生じている小学校

２.優 先 ・ 将来的に複式学級が生じると見込まれる小学校
・ 小規模化により課題が生じる中学校

３.将来的
な検討

・「最低限確保したい学校規模」（１学年20人程度）

をめざし、将来的な学校のあり方について地域
と検討

計画の期間

2022年度から2031年度までの10年間
（10年後以降の姿も見据えた計画とする）

2022年度 2027年度 2032年度

前期５年間 後期５年間 10年後以降

計画の進め方

保護者や地域住民との十分な合意形成を
図りながら進めます
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４．小野小学校の計画の位置づけ

15 16

出石地域の再編の枠組



小野小校区の子どもの数
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今後の児童数見込み（複式学級の発生状況）

※将来人数の予測は、それぞれの現在の住⺠基本台帳及び就学人数をスライドさせて計算
・・・2学年で14人以下（１年生を含む場合は８人以下）複式学級の基準

（兵庫県）
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【参考】 複式学級での授業の様子

２年生 ３年生
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考え方

時期の目安 2025年度

場 所 小坂小学校を想定

① 児童生徒の通学距離
② バス通学となった場合のバスの
利用人数

③ 施設の空き教室の状況
④ 施設の老朽化の状況 等

学校の位置の検討

学校の位置は、次の項目をはじめと
した様々な観点から検討・決定します。

施設の比較
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豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画より抜粋
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学校再編にあたって配慮すべき事項への対応

１ 児童生徒への配慮
学校再編によって、児童生徒の環境が大きく変化することへの対応
⑴ 子どもたちへの理解と心のケア
⑵ 学校間交流
⑶ 教員の統合加配制度の活用
⑷ 特別支援教育への対応

２ 通学への配慮
⑴ 通学路の安全確保･･･通学路の安全点検、見守りボランティアの協力
⑵ 遠距離通学者に対する通学支援…通学バスの運行方法等の検討、バス通学

訓練の実施

３ 放課後児童クラブ利用者への配慮
児童の帰宅時間が遅くなり、生活習慣に影響が生じる場合等

豊岡市立小中学校適正規模・適正配置計画（概要版）より
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学校再編にあたって配慮すべき事項への対応

４ 地域の拠点機能としての配慮（学校の跡地の有効活用）

・ 学校は、児童生徒への教育的機能が第一ですが、地域の拠点機能も
担うことから、跡地の利活用について早期に検討を始める必要があ
ります。

・ 利活用は、地域の意向、ニーズに配慮し、①市の事業、②公共的な
団体等による事業を検討し、その次に③民間事業で地域の活性化に
つながる活用を模索します。

・ 活用策の検討は、地域と協議・調整を図りながら進め、活用策が決
まるまでの間は、引き続き地域での利用ができるよう配慮します。

５．今後の進め方
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⑴ 地区説明会
⑵ 小野地域内での検討
⑶ 「小野小学校の将来を考える会」等地区の
検討組織設置

⑷ 統合準備委員会設置
統合の了承

・もっと詳しく聞きたい
・ここがわからない 等があれ
ば、教育総務課 学校再編・施設
整備室にお尋ねください

PTA主催の勉強会等にもうかがい
ます！

・適正規模・適正配置にかかる地区説明会や、地域デザイン懇談会では
「出石地域で小学校を１校に」との意見が出されています

・ただし、出石の５つの小学校を１校にするには多くの調整が必要です
例：すべての地域からの同意

出石中学校との施設一体型とすることが可能か
学校の設置場所の確保
それぞれの学校の教育内容等を統一
その他 学校名、校歌、校章の検討 等

これらの調整には相当の期間が必要であることから、まずは、複式学
級の解消を最優先に進める必要があります。

６．【参考】出石地域で小学校を１校とする考え方
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〔参考〕 出石地域 小学校区別児童数
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７. 意見交換
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• 計画の内容についてのご意見をお聞かせくださ
い。

• ご発言の際には、お住まいの地区を教えてくだ
さい。

• 質疑応答・意見交換での発言の際は、マイクを
お持ちするまでお待ちください。

８．ア ン ケ ー ト
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• アンケート調査にご協力ください。

• 意見交換で言えなかったこと、言いにくかった
ことなど、どのような内容でも構いません。

• いただいた意見については、今後、地区・PTA
と協議する際の、参考資料とさせていただきま
す。（記入した方がわからないよう十分配慮し
ます）



お問い合わせ先

豊岡市教育委員会 教育総務課
学校再編・施設整備推進室

〒668-8666 兵庫県豊岡市中央町2番4号
tel 0796-23-1117
fax 0796-24-4669

Eメール kyouikusoumu@city.toyooka.lg.jp（課代表）


